
小
宮
あ
ん
り
（
44
歳
）

杉
並
区

現
３
期

鈴
木
　
章
浩
（
58
歳
）

大
田
区

現
４
期

髙
島
　
直
樹
（
70
歳
）

足
立
区

現
５
期

山
﨑
　
一
輝
（
48
歳
）

江
東
区

現
３
期

﨑
山
　
知
尚
（
55
歳
）

荒
川
区

前
２
期

宇
田
川
聡
史
（
56
歳
）

江
戸
川
区

現
４
期
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評
議
員
会
の
招
集
、

事
業
・
決
算
報
告
を
審
議

都
議
選
・
衆
院
選
の

基
本
方
針
を
審
議

第117回理事会

第118回理事会

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
２
月
２

日
、
初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
と
し
て
第

１
１
７
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
第

15
回
評
議
員
会
の
招
集
」
と
「
令

和
２
年
事
業
報
告
」「
同
決
算
・

監
査
報
告
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

各
詳
細
は
１
面
、
２
面
の
通
り

で
あ
る
。

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
４
月
６
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
第

１
１
８
回
理
事
会
を
開
催
し
、「
令

和
３
年
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
」

お
よ
び
「
令
和
３
年
衆
議
院
議
員

選
挙
」
の
基
本
方
針
と
、「
令
和

３
・
４
年
度
評
議
員
選
考
委
員
会

設
置
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

令
和
３
年
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
の
基
本
方
針
は
横
田
英
雄
幹
事

長
が
担
当
し
、
原
則
や
重
点
支
援

候
補
者
、
他
の
候
補
者
の
扱
い
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換

を
踏
ま
え
て
承
認
さ
れ
た
。

　

令
和
３
年
衆
議
院
議
員
選
挙
の

基
本
方
針
も
横
田
幹
事
長
が
説

明
。
基
本
方
針
を
は
じ
め
、
東
京

12
区
の
扱
い
、
他
の
候
補
者
の
扱

い
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　

令
和
３
・
４
年
度
評
議
員
選
考

委
員
会
設
置
に
つ
い
て
は
、
梶
山

理
事
長
が
委
員
候
補
者
な
ど
の
提

案
説
明
を
行
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
は
５
つ
。「
新
役
員

選
出
ま
で
の
流
れ
」
と
「
２
月
以

降
の
動
き
と
今
後
の
予
定
」「
会

員
等
の
推
移
」
に
つ
い
て
は
鷲
見

博
史
事
務
局
長
が
報
告
。「
令
和

３
年
度
東
京
都
所
有
の
建
築
物
の

維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
の
回

答
」
と
「
令
和
３
年
度
国
の
予
算
・

制
度
等
に
関
す
る
要
望
の
回
答
」

は
横
田
幹
事
長
が
説
明
し
た
。

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
２
年
11

月
25
日
、
都
議
会
議
事
堂
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
、
東
京
都
議
会
自

由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

振
興
政
策
研
究
・
東
京
都
財
務
局

と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
、
改
め

て
東
京
都
へ
の
要
望
を
強
く
訴
え

て
理
解
と
実
現
を
求
め
た
。

　

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
政
策

研
究
会
か
ら
は
、
髙
島
な
お
き
顧

問
、
宇
田
川
聡
史
会
長
、
吉
原
修

副
会
長
、
山
﨑
一
輝
幹
事
長
、
鈴

木
章
浩
幹
事
、
﨑
山
知
尚
幹
事
、

小
宮
あ
ん
り
事
務
局
長
が
出
席
。

　

髙
島
顧
問
は
冒
頭
、「
今
日
は
、

先
般
の
予
算
要
望
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
含
め
て
、
意
見
交
換
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
。
梶
山

龍
誠
理
事
長
は
、「
年
末
で
お
忙

し
い
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
時
間
調
整
を
し
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
後
、

「
本
日
は
、
先
日
提
出
し
た
要
望

内
容
を
中
心
に
、
実
り
の
あ
る
意

見
交
換
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
期
待
を
述
べ
た
。

　

要
望
内
容
は
横
田
英
雄
幹
事
長

が
改
め
て
説
明
。「
１
番
目
は
総

合
評
価
制
度
の
拡
充
で
す
。
政
策

的
評
価
項
目
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
関
係
、
エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
等

を
加
点
要
素
と
す
る
こ
と
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｖ
で
の
入
札

参
加
に
関
し
て
は
、『
事
業
協
同

組
合
方
式
で
よ
い
で
は
な
い
か
』

と
い
う
の
が
財
務
局
の
見
解
で
す

が
、
我
々
と
し
て
は
人
手
不
足
な

ど
の
中
で
担
い
手
を
養
成
し
て
い

く
意
味
あ
い
も
含
め
て
、
Ｊ
Ｖ
で

の
入
札
参
加
を
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
」
と
要
望
。
契
約
内
容
の
履

行
確
保
と
入
札
参
加
資
格
の
審
査

に
つ
い
て
は
、「
不
正
を
防
ぐ
た

め
に
、
工
事
計
審
の
よ
う
に
決
算

報
告
書
と
共
に
確
定
申
告
書
の
写

し
、
契
約
実
績
も
、
特
に
清
掃
・

設
備
・
警
備
に
関
し
て
売
上
の
半

分
以
上
の
契
約
書
の
写
し
を
出
さ

せ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、

入
札
金
額
の
根
拠
と
な
る
積
算
資

料
と
し
て
、
直
接
人
件
費
、
法
定

福
利
費
、
直
接
物
品
費
、
業
務
管

理
費
、
一
般
管
理
費
等
の
内
訳
の

提
出
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

社
会
保
険
等
の
加
入
に
関
し
て

は
、
加
入
状
況
に
つ
い
て
の
資
料

を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
て
理
解
を
求
め
た
。

　

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

は
、「
各
社
と
も
、
も
の
す
ご
く

苦
労
し
な
が
ら
障
害
者
雇
用
率
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

雇
用
率
増
に
応
じ
て
段
階
的
に
加

点
す
る
仕
組
み
を
更
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
の
現

状
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
て
支
援

策
の
拡
充
を
訴
え
た
。

　

横
田
幹
事
長
の
要
望
説
明
の

後
、
宇
田
川
会
長
は
、「
先
月
末
、

都
議
会
財
政
委
員
会
で
質
疑
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
つ

は
最
低
制
限
価
格
の
導
入
、
二
つ

め
は
積
算
に
お
け
る
委
託
の
労
務

単
価
の
考
え
方
、
そ
れ
か
ら
Ｊ
Ｖ

の
在
り
方
、
も
う
一
つ
は
仕
様
書

に
組
み
込
ま
れ
た
新
し
い
障
害
者

雇
用
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
含
め
て
、
お
答
え
を
お
願
い
し

た
い
」
と
財
務
局
職
員
に
回
答
を

求
め
た
。

　

財
務
局
職
員
は
、「
ま
ず
、
総

合
評
価
の
指
標
と
し
て
、
エ
コ

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
取

り
入
れ
る
べ
き
と
、
ご
提
案
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
総
合
評
価
は
、

価
格
と
技
術
力
を
見
る
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
が
あ
り
、
特
に
技

術
力
を
見
る
の
が
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
の
ほ
か
政
策
的
な
評

価
と
し
て
、
環
境
問
題
、
女
性
活

躍
、
障
害
者
活
躍
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
、
東
京
都
が
進
め
る
政

策
へ
の
寄
与
は
加
点
要
素
と
し
て

見
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
総
合
評

価
は
、
ま
ず
技
術
力
を
見
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
加
点
要
素
を

い
ろ
い
ろ
入
れ
過
ぎ
る
と
、
本
来

の
趣
旨
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
定
の
枠
の
中
で
政
策
的
な

評
価
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

総
合
評
価
の
指
標
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
説
明
。

　

Ｊ
Ｖ
で
の
入
札
参
加
に
つ
い
て

は
、「
分
離
、
分
割
で
発
注
す
る

の
が
基
本
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
を
組
ま
な
け
れ
ば
参
加
で
き

な
い
よ
う
な
単
位
で
の
発
注
を
し

な
い
。
例
え
ば
警
備
、
清
掃
、
設

備
管
理
な
ど
を
一
括
で
は
な
く
、

分
割
し
て
発
注
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
基
本
的
な
考
え
を
示
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
履
行
確
保
の
確
認
、

積
算
の
根
拠
資
料
の
確
認
、
社
会

保
険
の
加
入
状
況
の
確
認
、
障
害

者
雇
用
の
資
格
審
査
に
お
け
る
評

点
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ

い
て
、
現
状
の
説
明
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
更
に
踏
み
込
ん
だ
意
見
を
交

換
。
最
後
に
吉
原
副
会
長
が
、「
こ

れ
ま
で
に
も
幾
度
と
な
く
こ
う
し

た
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、
成
果

が
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
財
務
局
職
員
の
皆
さ
ん

と
協
議
を
進
め
、
良
い
報
告
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
て
締
め
括
っ
た
。

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
政
策
研
究
会
・
財
務
局
と

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
政
策
研
究
会
・
財
務
局
と  

意
見
交
換
会
を
開
催

理
事
会
の
様
子

財
務
局
職
員
に
回
答
を
求
め
る
宇
田
川
会
長

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
業
振
興
政
策
研
究
会
の
皆
様

東
京
都
財
務
局
の
皆
様

意
見
を
述
べ
る
髙
島
顧
問

〔
２
月
２
日
〕
第
１
１
７
回
理
事
会

〔
２
月
25
日
〕   

第
15
回
評
議
員
会

〔
４
月
６
日
〕
第
１
１
８
回
理
事
会

〔
４
月
９
日
〕
第
10
回
平
フ
ォ
ー

ラ
ム

　
４
月
６
日
に
開
催
し
た
第
１
１
８
回
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和

３
年
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
、
当
政
連
の
重
点
支
援
候

補
者
を
決
定
し
た
。

　
重
点
支
援
候
補
者
は
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
６
名
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
へ
の
理
解
が
深
く
、
日
頃
か
ら
業
界
要
望
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。

東
京
ビ
ル
政
連
の
動
き

令
和
３
年
２
月
〜
４
月
の
動
き

重
点
支
援
候
補
者
決
定
！

重
点
支
援
候
補
者
決
定
！

令
和
３
年　

東
京
都
議
会
議
員
選
挙


